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令和５年度 第２回山梨県地域クラブ活動推進連絡会（概要） 

１．日時 ： 令和５年１１月１４日（火）１４時００分から１６時００分 

２．場所 ： 防災新館 ３０４会議室 

３．参加者： 

 

  



４．内容 ：（１）報告 

① 第２回市町村担当者会の概要について 

② 市町村の取組状況について 

（２）議事 

① 「やまなし学校部活動及びやまなし地域クラブ活動の在り方等に関する 

総合的なガイドライン」策定について 

② アンケート調査の実施について 

③ その他 

（３）連絡事項 

① 県人材バンクシステムについて 

②「休日部活動の地域移行」に関わる研修会について 

③ 第３回山梨県地域クラブ活動推進連絡会について 
 

５．主な発言 

○ガイドライン策定にあたり、言葉の表現等で難しい部分もあるが、国の表現等も含めて、

確認するべきところを確認して訂正等してもらえればよい。 

○「県からチラシを作成し発信していくこと」「アンケート調査について教員が先におこな

うこと」についてとても良い。正しい理解の中で、この改革が進んでいくことが大事だ

と思う。 

○受益者負担について、保護者用チラシの「受益者負担 Q＆A」の表現を少し工夫した方が

良いのでは。受益者負担が当たり前の表現になっていると、地域クラブへの参加に後ろ

向きになってしまう可能性があるので、なぜ受益者負担が必要になってくるか等を表記

するとよいのでは。 

○子どもたちの大会参加について、平日の部活動の目的や目標を大切にしてあげたいので、

勝利至上主義のチームが主役になるような状況にならないように進めていってもらいた

い。 

○部活動の地域移行は、社会的な改革なので、教育委員会レベルへのチラシ配布ではなく、

市町村の広報等にも掲載してもらい、地域の方々にもこの改革を理解していただくなか

で、協力していただくことが必要ではないか。 

 

【第２回推進連絡会を終えて】 

○やまなし総合的なガイドライン（案）について、委員の方々からいただいた意見をまとめ、検

討・修正をおこなう。できあがった最終案を委員の方々に再送付する。 

○最終案を市町村教育委員会へ送付し、１２／６の市町村担当者会の場で最終確認をおこな

う。 

○アンケートおよびチラシについて、委員の方々からいただいた意見をまとめ、検討・修正をおこ

なう。１１月中の発送へ向けて、早急に対応していく。 


